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　　　繭暦収量の多いものS雷ふ方向に1品種探揮方針が痩つて行くこ曹馬當然である。、　　　，

　　　　從來必要以上に繭暦歩合が頚要競されて來た。
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♀i♂陣マ丁下丁溺環♂下爾

レ属璽鷺濡翻爾一i齋誕瓢1齋驚1
　　　繭暦窺（9）42，541，0411845・9145・245；648・O．43・946，052，14S・’8’49　；，Q，癬

　　　準麟憾確し欄殿含・噸脚こ鮒礪韓醐顧の割舖算恥て見る鷲「

　　騨郷帳　　一．　n・　　e　／・t
　　　　　　t／／「　，　　　　　　第　　3　表

　　’目　　、＼、

1．x濫9鷲1　略帰究八舞　楼雲け鍵
♀　1．台　1rp均　　♀　1♂　1・71SYJ　♀　1’♂　12P均

♀L塾

　　　　比較に便する爲に各々を，その大小の順序に排列するミ第4表の如くである。
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一酌r唱一　　　　　　　　　　　　　　蘭　
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（9） 隊一六號 日　九　號 支二〇號 隊一八號
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　　　　　　（％）皮二〇號　　隊一六號陰　日九號　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰍一八號　　　　1

　　　　　　り　　鐡鼠・慢’1ex　za封スル　　　支一一一六號　　　　　th－一一〇七號　　　　　皮一〇八號　　　　　筑一〇九脱
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　　厳盈賄豊露ゴ謝スル　　支一・〇九號　　　　ec　一・一一一六貌　　　　St－一〇八貌　　　　炭一〇七號
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　　　5鱒翻勤騨・鉾聯・萄野撫・闘鳳繭繍き醗転越でも無いmaであ
　　るが、5齢盛翼艦重に掛する繭霞蚊に繭暦璽の割禽は、注目を要する貼である。

　　機譲鑛の如き調顯蠣営に翼く、獺歩舘鵬位働るが、賂糎に蹴る
鞭嘲合力㌔・姦二霧・姦汐縢にtヒ較砿工5％砂いのであつて、御翻働細“

・　叢なるこ言’も、劉引して考へなければならぬこ萄ξなつて來るのである。　　　　　　、，t　1

　　　購聯藤漿閾す礪醜割饒見鵬購が働て撚し、・餐沼臨雛購較y
瞬糠ざ耀が・，・㈱州・過証なくなつて來るの筋る．　・　’　　・

礒程の・，・物囎動差は磯2灘・・姦汐麟淵備蹴騨立で儲
盤蒐の金部が、螢繭するε假定して・・の揚合であつて、これに翼作上の危険性を加昧すれば、

・謬灘の鱒姻翻方が・勝・結果沸て來・碗あ・・　‘　’
　　鑛懸縣慧漿試験場に於ける昭和15年春懇期のs縣下の養葱寡に委託した贔種比較試験の結

，鎌灘簾繍歩合臆難゜莞諭48％・畿嚇iユ，43％・喋罐1ま・3，・6％であつ1

震 re灘糠灘灘騨礪掻酬創こ力隊して計鋼るミ、・墾謬の囎劉合7・，78　・

灘麟響雛鱗鱗碧鷲雛7・・癒り・各踊嬬しく概して來・痂あ・、・　・
灘繍蟹撚舗締の囎姻弊であつて進鹸の鰍張化の不艦的情勢下に鶴現
蒲⑳縫叢繕管替慰ふ麟搬作不良の頻度、飼育日藪の艮短等をも考慮に入れねばならぬのであ

耀騨鱒暢合・囎瞬灘励且欄鰍の短い・姦コ9縷卿きをli司育するこsの・

　獺繍に爽切であるかに思ぴ到るであらう。　、　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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